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１ 上下水道局副局長あいさつ 

２ 報告事項 

（１）令和４年度上半期の契約状況 

◇市長部局 

質  問 回  答 

豊田市からの物品購入等の発注で納入が困難

となっている案件はないのか。 

担当課からは購入したい物の納入の目途が立

たないとの相談の話はあるが、市の契約は決め

られた納期での納入が原則である。 

契約課から発注している案件は、発注を検討す

る際に担当課で取扱事業者に確認し、希望納期

内に納入が可能な案件のみ発注している。 

コスト高への見通しや対策は何かあるか。 物価の高騰などの影響は、物品購入で顕著にあ

る。年間契約では、契約額の見直しの申入れが

あったが、現状、契約におけるリスク許容とし

て、その申入れはお断りしている。 

工事に関しては、資材の高騰等について受注者

から申入れがあった場合は、契約金額の増額に

ついて対応する契約約款上の規定に沿って対

応することになる。今後の発注案件について

は、資材価格等市場価格を適切に反映して積算

していく。 

その他業務委託における外国語の業種は、どの

ようなものか。 

外国語の翻訳や通訳を行う業務である。 



◇上下水道局

質  問 回  答 

水道関係の工事は、高い技術力と専門性が

必要であることから、技術者が限定され不

調が発生しやすい状況である。昨今の資材

調達の困難さも含め、不調対策についてど

のように考えているのか。 

また、不調の要因として金額が問題なのか、

技術者不足が問題なのかどのように考えて

いるのか。 

不調対策については、適切な予定価格の算定であ

り、技術者不足対策については、複数の小規模な

工事を一つにまとめて発注する等を考えている。

また、不調の要因としては、入札時における辞退

届では、当該入札案件よりも以前の入札案件で落

札できたため技術者が確保できないことを理由と

している業者がいることから、技術者不足が不調

の要因として大きいと考えている。 

工事で使用する資材の価格が２割以上高騰

していると言われている。資材の高騰によ

り、通常であれば不調不成立の発生率が上

昇すると思われるが、市長部局では、不調

不正率の発生率が昨年度と比較して大きく

低下しており、要因は何と考えるか。 

不調不成立の発生率が大きく低下した要因は不明

であるが、受注しやすいよう発注段階での工事規

模の調整や、工事期間が重ならないように発注す

るなどの工夫を行っている。引き続き下半期の不

調不成立の発生状況を注視していく。 

不調不成立は、景気の良し悪しに左右され

る。景気が良い場合は民間工事の受注が増

えることから公共工事の不調不成立は増加

すると思うが、今は景気が良くないことか

ら民間工事の受注は減っていると考えら

れ、不調不成立の低下に影響しているのか。

特に建築一式工事は民間工事の受注状況に左右さ

れることが大きいことから不調不成率の発生状況

に影響すると考えるが、今回の不調不成立の低下

へ影響しているのかは分からない。 

（２）入札参加停止等の状況 

入札参加停止の決定について 

質  問 回  答 

株式会社イセトー名古屋支店が独占禁止法

違反行為で入札参加停止となったが、具体

的に何があったのか。 

談合が行われたことによるものである。 

株式会社イセトー名古屋支店が入札参加停

止となっていた期間に、その他委託業務を

随意契約していることについて、当該封入

封緘業務は株式会社イセトーしかできない

業務なのか。手作業ではできないのか。 

手作業では膨大な時間を要すること、封入誤りが

発生する可能性があること、さらに用紙について

も、株式会社イセトーの機械に合わせたものとな

っておりストックもあることから株式会社イセト

ー名古屋支店へ委託することとした。 

経緯としては、当該業者は２回の入札参加停止を

受けており、１回目の際は入札参加停止期間が終

わったのちに委託契約することで間に合う予定で

あったが、２回目の入札参加停止を受け、当該入

札参加停止期間が終わってからの契約では発送に

間に合わなくなったためやむを得ず入札参加停止

期間中に契約を行った。 



３ 審議事項  

（１）令和４年９月議会案件 

質  問 回  答 

２回目の入札価格で予定価格と同額となった

案件があるが、こういったことはよくある事例

なのか。 

予定価格と入札価格が同額となったのは、偶然

ですが、同額となる案件は、たまに発生する。

（２）委員選定案件等 

質  問 回  答 

総合評価における施行計画の安全管理の評価

の仕方はどういうものか。 

発注課が採点基準の設定及び採点を行ってい

る。 

評価する観点としては、①想定される事故に対

しての防止策を講じているか、②事故に関する

リスクを認識しているかなどが挙げられる。 

市が評価する評価の項目は、業者の自己申告な

のか。 

市側が評価項目を決めており、業者からの評価

項目に関する提案を評価している。 

提案した項目は、履行を確認し、履行されてい

ない場合は、違約金を徴収することになる。 

最低制限価格又は調査基準価格と記載のある

場合の調査基準価格は、最低制限価格のこと

か。 

調査基準価格は、最低基準価格ではなく、その

価格を下回った場合にその工事の履行に関し

審査を行う価格で、審査の結果、履行ができる

と確認できれば、落札候補者となれる。最低基

準価格は、その価格を下回った場合は、失格と

なる。 

（公共）管路築造工事（第８工区）の入札執行

調書について、２者が辞退とあり入札価格の記

載がないがどういうことなのか。 

入札参加申請をした後、期間をおいて入札が行

われる。入札参加申請をしたものの、技術者不

足等の理由から入札を取りやめたものである。

（公共）中部６号雨水幹線ほか耐震補強工事

（その１）について、１回目の入札と２回目の

入札ともに予定価格超過となり、随意契約へ移

行している。随意契約へ移行する条件は何か。

地方自治法施行令において、競争入札に付し入

札者がないとき、又は再度の入札に付し落札者

がないときは随意契約ができると規定されて

おり、公告にもその旨を記載している。 

４ その他 

（１）第３、４回委員会の開催予定について 

第３回開催予定は、令和５年２月上旬予定 

第４回開催予定は、令和５年３月中旬予定 


